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　５歳児保育の本当に大切なことを見極める

　この２年間で，第28次プロジェクトのメンバーと共に５歳児の保育にとって何が大切かを探って
きました。日々私たちが幼稚園に通う子どもたちと向き合いながら，そこに何を育てていきたいか
を考えながら，仲間と語り合う機会をいただきました。途中，新型コロナウィルスの感染拡大に
伴って，保育のあり方そのものを見直すことになりました。今まで当たり前のように「こなして」
きた行事も，普段の生活そのものの様式が変わっていく中で，一から考え直さなければならなかっ
たのです。令和２年３月から始まった登園自粛要請により，子どもたちの居ない園で過ごされた先
生方も多かったと思います。６月の分散登園から始まって，ようやく子どもたちの声が聞こえるよ
うになり，ほっとしたこともありましたが，これまでの方法で保育を続けることは難しく，感染対
策と新しい生活様式をどのように取り入れるか，メンバーの中でもさまざまな方法を共有し合って，
学び多い時を過ごしました。プロジェクトの例会も中止・延期となりましたが，リモートによる再
開を経て，配信による発表とテレビ会議システムでの意見交換をすることができました。そこで私
たちが考えてきたのは，状況が変化しても変わらず子どもたちの育ちを保障できるように，という
ことでした｡「今まで通り」が通用しないコロナ禍における保育を考えることで，より一層「本当
に大切なこと」は何かを探求することになりました。

５歳児に求められる資質・能力
　では，５歳児の育ちに求められるものは何でしょうか？平成30年度から施行の幼稚園教育要領，
ならびに同時改訂された小学校以上の指導要領では，｢知識の理解の質を高め資質・能力を育む
『主体的・対話的で深い学び』の実現」が謳われています。｢生きる力」を資質・能力として具体
化して「何のために学ぶのか」を考え，三つの柱にまとめられました。それが「知識及び技能（の
基礎)｣，｢思考力，判断力，表現力（の基礎)｣，｢学びに向かう力，人間性等」です。さらにそれを
評価する手立てとして，幼稚園段階では「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として具体的な
10の姿が示されました。これらはその姿に「向かって」保育が行われるものではなく，結果として
５歳児保育の終盤にあらわれてくるものなのです。基本的には，三つの資質・能力と，五領域をも
とに保育が計画され，実践されるべきものです。＜資質・能力チーム＞では，この考え方をもとに
保育を見直し実践するとともに，審議の過程で示された資質・能力の具体的な項目にチェックを入
れ，しっかりと育まれているかどうかを振り返ってみました。挙げられた事例を参考にされながら，
ぜひ自園でも実践の計画と振り返りをしていただければと思います。

主体的・対話的で深い学び
　さらに，資質・能力を育むためには，主体的・対話的で深い学びの過程が実現されなくてはなり
ません。子どもたちが自ら「人・モノ・コト」にかかわり，体験を通して試行錯誤しながら身につ
けていくことが望ましいとされています。例会でそれぞれの園から持ち寄ってこられた事例には，
子どもたちが主体的に活動を進めた経緯が多く描かれていました。自分たちで「これって何だろ
う？」や「これがしてみたい！」といったことをたくさん聞くことができました。３つのチームそ
れぞれにそのような事例がみられると思います。主体的にかかわることで，子どもたちの学びは深
くなり，ずっと永く心の中にとどまっていきます。かといって保育者が伝える役割をなくす必要は
ありません。バランスよくインプットを行い，時には直接教えることもあったり，あるいは環境を
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整えて子どもの興味関心に訴えることで，効果的にアウトプットを得られるようになります。イン
プットの種類と方策のレパートリーが豊かになることで，子どもの学びも広く深くなるのです。

異年齢の中で育つもの・同学年で育つもの
　このプロジェクトのメンバーの中には，縦割り保育を行っている園からの参加者がおられました。
そこで＜縦と横＞チームでは，縦割りと横割りのメリットデメリットを考え，そこでの子どもたち
の育ちのありようを見つめることで，５歳児としての育ちについて考えてみました。同年齢集団で
は，興味関心の広がりがみられ，問いが生まれたところで追求し探求していくことで知識が深まっ
ていくというメリットがみられました。一方で，異年齢の子どもたちが一緒に過ごす環境では，年
長の子どもたちが責任感をもち，相手の気持ちを汲み取ろうとしたり，コミュニケーションのあり
方を学んだり，といった姿がみられました。メンバー同士の話し合いが進むうちに，お互いの良さ
を取り入れて保育をしてみたい，という気持ちが湧いてきて，さまざまな実践が生まれました。縦
割りの園は横の活動を，横割りの園は縦の活動を取り入れることで，実践がより豊かになったので
す。
　子どもたちにしてみれば，先生に言われてするよりも，近い年齢の子どもたちに教わったり，憧
れをもって意欲が湧く方がはるかに良いのです。できるだけ子どもに任せ，考えてもらうことで，
年上の子も年下の子も等しく恩恵を受けられます。保育者の役割は，それをうまくコーディネート
したりファシリテートしたりすることなのでしょう。従前通りの，先生が同じことを一斉に教えて，
という方法が，資質・能力を育てるという観点からすると余計に遠回りになってしまうことが感じ
られました。

伝えることの大切さ
　今回の要領で強調されているのは，子どもたちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し，
連携する「社会に開かれた教育課程」を重視したことです。子どもたちに良かれと思って子ども主
体の保育を進めていても，保護者から理解されたり，小学校で引き継がれていかなければ充分とは
言えないのです。
　そこで＜伝える＞チームでは，子どもたちの育ちをどのように保護者や小学校の先生方に伝えて
いくかを検討してきました。特に５歳児にとっては，｢見えない育ち」こそが大切です。思いやり
であったり，リーダーシップであったり，責任感や自己肯定感など，言葉で表現するのは簡単です
が，実際の子どもの姿に照らし合わせて語ることは難しいものです。特に「何ができるようになっ
たか」ではなく，そこに至るまでの試行錯誤の過程を伝えることがより重要です。子どもたちが発
した問いであったり，それを調べる過程であったり，参観や行事などでは伝えられないものの方が，
資質・能力の育ちを話すためには適切なのです。メンバーは，これまでさまざまな伝え方について
話し合ってきました。ドキュメンテーション，クラス便り，ウェブサイト，ポートフォリオ，時に
は保護者の方々に集まっていただいて直接伝えることなど，その園の状況や伝いたい内容を踏まえ
て工夫が出てきました。特に５歳児になると身体だけでなく，心や思考，人間性が豊かに育ってき
ているのを伝えていきたいのです。その前提として，園内での職員の同僚性が重要であることも見
出すことができました。保育者同士が同じ立場に立って，主体的・対話的に共通理解を図ることで，
より深く効果的に保護者や地域，小学校の先生方に伝えることができるのです。
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５歳児の育ちの特徴と学びのありよう
　海外の事例を見ると，５歳児は就学前であることが一般的ですが，初等教育に入るところと，
６・７歳くらいまで就学前教育に入っているところがみられます。イギリスやアメリカなどは早く
学校システムに入れて教育を施そうとしています。しかし，この年齢の子どもたちにとって，椅子
に座って机の上でノートと鉛筆で学ぶことがふさわしいのでしょうか？日本は平成元年度より生活
科を導入し，２年生までは総合的な学びができるようになりました。７歳くらいまでは，実際の体
験を充分にすることでより効果的に学ぶことができます。ちょうど４歳の後半くらいから，体験を
抽象化することができ始める段階に入ってきます。あり余るほどの体験の上に，初めて抽象的な概
念を導き出すことができるのです。また，学びに向かう力と人間性は，徐々に自我を客観的に見ら
れるようになるこの時期に，一生ものの雛形が形作られるのです。決められた範囲をこなす教科学
習でなく，友達とかかわりながら存分に遊びを楽しむ園での生活は，適切な環境であるといえます。
その点で，５歳が幼稚園にあるのは非常に意義深いことなのです。私たちとしては，そのことを
共通理解するとともに，保護者や学校の先生方，地域社会全体に訴えかけていく責務があると信じ
ます。

おわりに
　文科省が要領改訂を周知するために出した『生きる力，学びのその先へ』というパンフレットに
はこのような言葉が記されています。｢これからの社会が，どんなに変化して予測困難になっても，
自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，判断して行動し，それぞれに思い描く幸せを実現してほ
しい。そして，明るい未来を，共に創っていきたい｡」学びや育ちは，競争することではなく，幸
せになるためのものです。この２年間でプロジェクトメンバーと共に過ごした中で育んだこの思い
を，現在と未来の子どもたちに届けたいと思います。これまでの成果をお読みいただき，ありがと
うございました。
 兵庫教育大学大学院　小学校教員養成特別コース　　鈴　木　正　敏　
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